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６
月
16
日
と
25
日
の
２
日
間
に
分

け
、
中
根
小
学
校
の
３
年
生
児
童
約

２
０
０
人
が
社
会
科
学
習
の
一
環
と
し

て
、
来
年
４
月
開
校
予
定
の「
ひ
た
ち

野
う
し
く
小
学
校
」
の
建
設
現
場
を
見

学
し
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
、
市
内
の

牛
久
大
仏
や
奥
原
・
桂
工
業
団
地
な
ど

を
バ
ス
で
見
学
後
、
こ
の
建
設
現
場
に

立
ち
寄
り
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
初
め
て
見
る
学
校
の

工
事
現
場
に
興
味
津
々
な
様
子
で
、
説

明
に
訪
れ
た
市
職
員
に
、「
体
育
館
の
広

さ
は
ど
れ
く
ら
い
で
す
か
」、「
何
ク
ラ

ス
ぐ
ら
い
に
な
り
ま
す
か
」
な
ど
の
質

問
を
し
ま
し
た
。

　

３
年
４
組
の
藤
田
凌
さ
ん
は「
校
舎
が

大
き
く
て
驚
い
た
」と
話
し
、
新
し
い
学

校
の
完
成
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
様
子

で
し
た
。

　

同
校
は
地
域
開
放
型
の
学
校
と
し
て

建
設
さ
れ
、
夜
間
蓄
熱
方
式
エ
ア
コ
ン

や
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ
る
な

ど
、
環
境
に
配
慮
し
た
設
備
が
整
う
予

定
で
す
。

　

６
月
22
日
、
市
内
の
各
小
中
学
校
で

学
校
給
食「
牛
久
の
日
」が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の「
牛
久
の
日
」は
、
牛
乳
を

除
く
す
べ
て
の
食
材
を
牛
久
産
に
限
定

し
て
メ
ニ
ュ
ー
が
作
ら
れ
ま
す
。
学
校

給
食
に
地
元
産
の
農
作
物
を
利
用
す
る

こ
と
で
、
地
産
地
消
お
よ
び
食
育
を
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
18
年
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
給
食
も

今
年
で
４
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
献
立
は
ご
飯
、
ホ
イ
コ
ー

夏
の
味
覚
を
パ
ク
ッ
！

一
足
早
く
小
学
校
見
学
！

子どもたちに大人気「うしく河童西瓜」

建設中の校舎前で質問をする児童

ロ
ー
、
ナ
ス
の
み
そ
汁
、
う
し
く
河か

っ

ぱ童

西す

い

か瓜
、
牛
乳
で
し
た
。
１
年
生
に
と
っ

て
は
初
め
て
の「
牛
久
の
日
」
と
な
り
、

岡
田
小
学
校
で
は
、
ス
イ
カ
生
産
者
３

人
が
招
待
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒

に
給
食
を
食
べ
ま
し
た
。
１
年
生
の
鈴

木
優
大
さ
ん
は「
甘
く
て
い
つ
も
食
べ

て
い
る
ス
イ
カ
よ
り
も
お
い
し
い
」
と

笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
ま
で
楽
し
み
に
残
し
て
お
い
た

ス
イ
カ
を
一
斉
に
食
べ
た
子
ど
も
た
ち

は
、
食
後
に「
お
い
し
い
ス
イ
カ
を
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
生
産
者

の
方
々
に
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。

　
「
牛
久
の
日
」は
10
月
と
１
月
に
も
企

画
さ
れ
て
い
て
、牛
久
産
の
リ
ン
ゴ
や「
い

も
ま
ん
！
」が
提
供
さ
れ
る
予
定
で
す
。

市
内
で
小
菊
の
目め

ぞ
ろ
え
か
い

揃
会

　

６
月
25
日
、
Ｊ
Ａ
竜
ケ
崎
市
牛
久

支
店
で
Ｊ
Ａ
竜
ケ
崎
市
花
き
園
芸
部
会

（
伊
宝
正
雄
部
会
長
）に
よ
る
小
菊
目
揃

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

小
菊
目
揃
会
は
、
毎
年
７
月
の
需
要

期
に
合
わ
せ
て
、
部
会
全
体
の
質
を
そ
ろ

え
て
有
利
販
売
が
で
き
る
よ
う
に
出
荷

時
の
研
修
を
兼
ね
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

花
き
園
芸
部
会
は
、
昨
年
５
月
に
小

菊
で
県
の
銘
柄
推
進
産
地
指
定
を
受
け

ま
し
た
。
平
成
20
年
の
小
菊
販
売
実
績

は
、
２
０
３
万
６
千
本
で
、
県
下
４
位

の
生
産
実
績
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

同
部
会
で
は
、
年
間
を
通
し
て
市
場

に
出
荷
で
き
る
よ
う
に
、
冬
季
に
は
鳴

子
ラ
ン
や
雪
柳
な
ど
の
枝
物
も
合
わ
せ

て
作
付
け
し
て
い
ま
す
。

小菊を前に真剣な表情の生産者たち
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三
中
の
牛
久
沼
清
掃
活
動

　

牛
久
市
家
庭
排
水
浄
化
推
進
協
議
会

（
小
野
寺
治
子
会
長
）が
、
水
質
浄
化
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
や
廃
食
用
油
の
回
収
活
動
を

通
じ
て
環
境
保
全
に
長
年
貢
献
し
た
こ

と
が
認
め
ら
れ
、
環
境
省
の
水
・
大
気

環
境
局
長
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。
県

内
で
は
一
団
体
の
み
の
受
賞
で
、
６
月
24

日
に
県
庁
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
20
人
の
メ
ン
バ
ー
で
構

成
さ
れ
、
昨
年
か
ら
は
、
回
収
し
た
廃

食
用
油
を
牛
久
市
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン

構
想
の
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
製
造

事
業
に
提
供
し
、
地
域
循
環
型
社
会
の

構
築
と
地
球
温
暖
化
防
止
に
貢
献
し
て

い
ま
す
。

環
境
省
水
・
大
気
環
境

局
長
表
彰
を
受
賞

　

６
月
17
日
、
牛
久
第
三
中
学
校
の
３

年
生
約
１
６
０
人
が
総
合
的
な
学
習
の

一
環
と
し
て
、
牛
久
沼
清
掃
活
動
を
行

い
ま
し
た
。
こ
の
活
動
は
、
牛
久
沼
の

清
掃
を
通
し
て
、
地
域
の
自
然
環
境
に

関
心
を
持
つ
と
と
も
に
、
進
ん
で
奉
仕

活
動
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
育

て
る
目
的
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

生
徒
た
ち
は
学
級
ご
と
に
稲
荷
川
や

三
日
月
橋
、
牛
久
沼
の
水
門
付
近
ま
で

の
範
囲
を
清
掃
し
、
拾
っ
た
ご
み
を
リ

ヤ
カ
ー
に
載
せ
て
歩
き
ま
し
た
。

　

清
掃
終
了
後
に
は
、
清
掃
の
成
果
の

発
表
と
活
動
の
反
省
を
す
る
な
ど
し

て
、
自
然
環
境
に
対
す
る
理
解
を
深
め

ま
し
た
。

「
信
用
金
庫
の
日
」清
掃
活
動

　

６
月
13
日
、
県
内
２
つ
の
信
用
金
庫

が
合
同
で
社
会
貢
献
活
動
を
実
施
し
、

市
内
で
も
資
源
の
保
護
と
環
境
美
化
に

努
め
る
こ
と
を
目
的
に
清
掃
活
動
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
今
年
で
13
回
目
を
迎

え
、
毎
年
６
月
15
日
の「
信
用
金
庫
の

日
」
を
中
心
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

積
極
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

牛
久
駅
か
ら
け
や
き
通
り
、
花
水
木

通
り
沿
い
の
歩
道
な
ど
の
清
掃
に
水
戸

信
用
金
庫
の
職
員
や
家
族
約
１
０
０
人

が
参
加
。参
加
者
た
ち
は
朝
早
く
か
ら
、

手
に
軍
手
や
ご
み
袋
を
持
っ
て
、
ご
み

を
拾
い
な
が
ら
気
持
ち
の
よ
い
汗
を
流

し
、
地
域
の
環
境
美
化
に
貢
献
し
ま
し

た
。

三日月橋付近のごみを拾う生徒たち

　

７
月
１
日
か
ら
市
内
の
７
店
舗（
左

記
参
照
）
に
お
い
て
、
レ
ジ
袋
の
無
料

提
供
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
牛
久
駅
・
ひ
た
ち
野
う
し

く
駅
前
で
、
協
定
締
結
三
者
で
早
朝

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
、
マ
イ
バ
ッ

ク
な
ど
の
持
参
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

お
買
い
物
の

際
に
は
、
マ
イ

バ
ッ
ク
を
持
参

す
る
な
ど
し

て
、
レ
ジ
袋
の

削
減
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま

す
。

レ
ジ
袋
の
無
料
提
供
が

中
止
に
な
り
ま
し
た

「
牛
久
市
に
お
け
る
レ
ジ
袋
削
減
の
取

り
組
み
に
関
す
る
協
定
」締
結
店
舗
名

　
　

           　

（
７
店
舗
・
50
音
順
）

・
イ
ズ
ミ
ヤ
牛
久
店（
１
階
食
品
売
場
）

・
カ
ス
ミ
ひ
た
ち
野
牛
久
店

・
カ
ス
ミ
フ
ー
ド
ス
ク
エ
ア
牛
久
店

・
コ
ー
プ
う
し
く
店

・
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ 

Ｏ
Ｆ
Ｆ
ス
ト
ッ
カ
ー
牛

久
柏
田
店

・
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ 

Ｏ
Ｆ
Ｆ
ス
ト
ッ
カ
ー
牛

久
し
し
こ
店

・
ヤ
マ
ウ
チ
牛
久
店

地域の清掃に励む参加者たち

椎名操県生活環境部長（写真左）から表彰

状を授与される小野寺治子会長（写真右）
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６
月
５
日
、「
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト

つ
く
ば
」（
一
色
愛
子
会
長
）の
認
証
20

周
年
を
記
念
し
て
、
つ
く
ば
市
内
で
記

念
式
典
が
行
わ
れ
、
同
会
か
ら
牛
久
市

に
寄
付
金
10
万
円
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

「
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
」と
は
、
管

理
職
、
専
門
職
に
就
い
て
い
る
女
性
の

世
界
的
組
織
で
、
女
性
の
人
権
・
生
活

の
向
上
を
目
的
に
奉
仕
活
動
を
続
け
て

い
る
団
体
で
す
。

　

「
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
つ
く
ば
」で

は
、
地
域
の
福
祉
な
ど
に
役
立
て
て
も

ら
お
う
と
、
会
員
が
在
住
す
る
10
市
町

の
ほ
か
、
各
種
団
体
へ
寄
付
・
寄
贈
を

行
い
ま
し
た
。

「
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト

つ
く
ば
」か
ら
寄
付
金

ハ
ン
ド
ベ
ル
で
世
代
交
流

　

６
月
29
日
、
池
辺
勝
幸
市
長
か
ら

城
中
町
に
在
住
の
作
詞
家
沼
川
淳
さ
ん

（
写
真
右
）と
歌
手
の
金
田
た
つ
え
さ
ん

に
対
し
て
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
５
月
22
日
に
市
中
央
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
文
化
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

た「
金
田
た
つ
え
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
」の
収
益
金
で
、
牛
久
市
社
会
福

祉
協
議
会
を
通
じ
て
市
内
の
病
院
な
ど

に
車
い
す
５
台
を
寄
付
し
た
功
績
に
対

し
て
感
謝
状
を
贈
っ
た
も
の
で
す
。

　

金
田
た
つ
え
さ
ん
の
新
曲「
愛
の
絆
」

を
作
詞
し
た
沼
川
さ
ん
は
、「
介
護
し
て

い
る
人
や
団
塊
の
世
代
か
ら
も
、
故
郷

の
親
の
顔
を
思
い
出
す
と
い
う
声
が
多

く
届
い
て
い
る
」
と
曲
の
反
響
や
、
人

と
人
の
絆
の
大
切
さ
を
語
り
ま
し
た
。

「
愛
の
絆

き
ず
な

」車
い
す
を
寄
付

　

７
月
13
日
、
女
化
青
年
研
修
所
で
神

谷
小
学
校「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」の
児

童
１
５
８
人
が
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
空

中
絵
巻
」を
体
験
し
ま
し
た
。

　

夏
空
の
下
、
フ
ィ
ー
ル
ド
内
に
張
り

巡
ら
さ
れ
た
全
長
２
０
０
メ
ー
ト
ル
の

透
明
フ
ィ
ル
ム
を
キ
ャ
ン
バ
ス
に
し

て
、
児
童
た
ち
は
思
い
っ
き
り
空
中
ド

ロ
ー
イ
ン
グ
を
満
喫
。
子
ど
も
た
ち
の

無
邪
気
で
、
限
り
な
く
創
造
性
に
富
ん

だ
芸
術
作
品
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
試
み
は「
女
化
ア
ー
ト
フ
ィ
ー

ル
ド
事
業
」
の
一
つ
で
、
約
70
年
前
に

建
て
ら
れ
た
旧
女
化
分
校
の
環
境
を
最

大
限
に
生
か
し
、
文
化
・
芸
術
の
拠
点
、

発
信
地
と
す
る
た
め
、
今
年
７
月
か
ら

活
動
が
始
ま
っ
た
も
の
で
す
。

女
化
ア
ー
ト
in
サ
マ
ー
！「女化発…第一号作品」が見事完成

一色会長（写真右）から寄付を受ける池辺市長

　

７
月
８
日
、
つ
く
ば
セ
ン
ト
ラ
ル
病

院
旭
日
ホ
ー
ル
で
、「
高
齢
者
に
よ
る
ハ

ン
ド
ベ
ル
発
表
会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
発
表
会
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
た
い
せ
つ
の
家
の
通
所

者
が
、
日
ご
ろ
一
生
懸
命
練
習
し
た
結

果
を
皆
さ
ん
に
見
て
も
ら
お
う
と
開
催

し
た
も
の
で
す
。

　

発
表
者
は
ベ
ル
を
片
手
に「
荒
城
の

月
」や「
リ
ン
ゴ
の
唄
」な
ど
を
笑
顔
で
演

奏
し
ま
し
た
。
ま
た
、
牛
久
第
一
幼
稚

園
園
児
と
の
合
奏「
ド
レ
ミ
の
歌
」で
は
、

き
れ
い
な
音
色
が
ホ
ー
ル
い
っ
ぱ
い
に

響
き
、
患
者
さ
ん
や
職
員
、
訪
れ
た
人
々

は
、
高
齢
者
と
幼
稚
園
児
に
よ
る
音
の

ハ
ー
モ
ニ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

生き生きとした表情の高齢者の方々

感謝状を受け取った沼川夫妻
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種　目 学校名 優勝 記　録

50m 牛久二小 吉本彩里 8秒1
100m 中根小 平野晃子 15秒3
80m ハードル 中根小 岩間ななみ 15秒0
800m 向台小 鈴木結芽 2分44秒6
走り幅跳び 中根小 村中未来 3m64cm
走り高跳び 中根小 山家　和 1m17cm
ボールスロー 中根小 渡辺　麗 39m96cm

4×100ｍリレー 神谷小
澤畑理紗、岡田七海、
鎌田知里、星野夏海

1分2秒1

種　目 学校名 優勝 記　録
1年100m 下根中 大野晃祥 12秒7
2年100m 一中 吉田洸平 12秒8
3年100m 南中 中野　亮 11秒9
共通200m 三中 久保田裕揮 25秒0
共通400m 南中 森山　亮 58秒9
共通800m 南中 粂野　塁 2分14秒8
1年1500m 下根中 佐野　仁 5分05秒9
2年1500m 下根中 七戸拓郎 4分41秒4
3年1500m 南中 杉田賢二 4分49秒2

共通3000m 南中 森田壮哉 9分43秒4

共通110m ハードル 南中 生田和希 18秒1
走り高跳び 下根中 髙野颯人 1m58cm
走り幅跳び 二中 鈴木省吾 5ｍ27cm
砲丸投げ 下根中 内堀弘樹 9ｍ75cm
4×100ｍリレー 南中 47秒4

種　目 学校名 優勝 記　録
1年100m 三中 高藤真幸 14秒6
2年100m 下根中 深作歩美 13秒6
3年100m 南中 吉田仁美 13秒4
共通200m 三中 島村真由美 29秒2
共通800m 南中 桑原沙幸 2分34秒9
共通1500m 三中 竹上舞衣子 5分15秒8
共通100m ハードル 下根中 星野あかり 18秒2
走り高跳び 下根中 中田茉以子 1ｍ30cm
1年走り幅跳び 下根中 岩﨑眞恵 4ｍ11cm
2年走り幅跳び 一中 山岸笑美 4ｍ29cm
3年走り幅跳び 南中 石塚真友香 4ｍ59cm
砲丸投げ 三中 清水麻実 10m63cm
4×100ｍリレー 南中 54秒8

男　子 女　子

６年生男子 ６年生女子

牛久市小学校陸上記録会

牛久市中学校陸上競技大会

（敬称略）

（敬称略）

5月19日（火）

5月26日（火）

＜6月14日（日）牛久運動公園テニスコート、参加者27組54人＞

トーナメント 優勝 準優勝 第３位
　1位トーナメント 本名 ･ 小松 中村 ･ 中村 佐々木 ･ 佐々木
　2位トーナメント 町井 ･ 町井 今野・富田 佐渡山・佐渡山
　3・4位トーナメント 大古・石引 西村・西村 小竹・小竹

牛久市民ミックスダブルス硬式テニス大会

（敬称略）

小
学
校
陸
上
記
録
会

種　目 学校名 優勝 記　録

50m

中根小 富田凜太郎

8秒0
中根小 島　健人
牛久二小 大原拓海
神谷小 辻井　歩

100m 牛久二小 柴田昌樹 14秒4
80m ハードル 中根小 味田直輝 13秒9
1000m 岡田小 　田晃輔 3分19秒3
走り幅跳び 牛久二小 溝井翔太 4m51cm
走り高跳び 中根小 山内マイコン 1m24cm
ボールスロー 岡田小 末永仁志 56m72cm

4×100ｍリレー 牛久二小
古橋和大、柴田昌樹、
髙橋駿介、溝井翔太

57秒6

中
学
校
陸
上
競
技
大
会

口
土



－広報うしく　２００９．８．１－  ��

　このコーナーでは、市民の皆さんから寄せられたイラス

トや俳句、川柳などを紹介しています。なお、お便りには

住所と氏名、電話番号を記入してください。また、匿名希

望の方は、その旨記入してください。ペンネームも OK です。

あて先：〒300-1292牛久市中央3-15-1

　　　　「広報うしくちょっと休憩」係

　　　　E メール shimin@city.ushiku.ibaraki.jp

皆
さ
ん
の
お
便
り
か
ら

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
コ
ー
ナ
ー

南・犬塚さん

イラスト、俳句、川柳など、毎月たくさんのお便りありがとうございます。
紙面の都合上、すべてを掲載できない場合がありますが、今後もたくさんのお便
りをお待ちしています。

ち
ぎ
れ
雲
乗
っ
て
行
き
た
し
故
郷
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
化
町　

清
水
さ
ん

麦
し
ゅ
う
や
金き

ん色
の
穂
に
見
ゆ
鳥
遊
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
宮　

岡
村
さ
ん

不
況
で
も
就
職
で
き
た
孫
を
褒
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

刈
谷
町　

小
山
さ
ん

滝
壺
に
神
秘
の
刻
の
流
れ
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

栄
町　

増
田
さ
ん

幸さ
ち

う
す
き
生せ

い

し死
の
間

は
ざ
ま

で
生
き
て
来
た

　
　
　

庭
に
来
て
果は

て
し
痩
せ
し
野
良
猫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
見
町　

根
本
良
子
さ
ん

ひ
た
ち
野
う
し
く

七
夕
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
９

　

５
月
16
日
か
ら
24
日
に
か
け
て
、
水

戸
市
総
合
運
動
公
園
軟
式
野
球
場
で
行

わ
れ
た「
春
季
茨
城
県
還
暦
軟
式
野
球

大
会
」で
、
う
し
く
ゴ
ー
ル
デ
ン
ボ
ー

イ
ズ
が
優
勝
し
ま
し
た
。
決
勝
で「
全

水
戸
チ
ー
ム
」に
７
対
６
で
勝
利
し
、
勝

利
監
督
賞
に
福
田
幸
一
さ
ん
、
最
優
秀

選
手
賞
に
大
原
惠
政
さ
ん
、
首
位
打
者

賞
に
中
澤
一
男
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

全
国
制
覇
に
向
け
て
、
９
月
25
日
か

ら
29
日
に
大
分
県
別
府
市
で
開
催
さ
れ

る「
第
25
回
全
日
本
還
暦
軟
式
野
球
選

手
権
大
会
」
に
、
茨
城
県
代
表
と
し
て

出
場
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

う
し
く
ゴ
ー

ル
デ
ン
ボ
ー
イ

ズ
は
、
平
成
11

年
以
降
毎
年
全

国
レ
ベ
ル
の
大

会
で
好
成
績
を

残

し

て

い

て
、

同
大
会
で
は
平

成
13
年
・
16
年

に
続
き
３
度
目

の
全
国
制
覇
を

目
指
し
て
頑
張

り
ま
す
！

う
し
く
ゴ
ー
ル
デ
ン
ボ
ー

イ
ズ
春
季
県
大
会
優
勝
！

　

ひ
た
ち
野
う
し
く
ま
ち
そ
だ
て
協
議

会
の
主
催
に
よ
り
、
７
月
５
日
か
ら
７

日
ま
で
、
ひ
た
ち
野
う
し
く
駅
を
主
会

場
に
「
ひ
た
ち
野
う
し
く
七
夕
フ
ェ
ス

タ
２
０
０
９
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
由
通
路
に
は
七
夕
飾
り
が
設
置
さ

れ
、
た
く
さ
ん
の
市
民
が
願
い
を
込
め

た
短
冊
を
飾
り
ま
し
た
。「
苦
手
な
も
の

が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
」
や

「
サ
ッ
カ
ー
が
う
ま
く
な
り
た
い
」な
ど
、

子
ど
も
た
ち
が
夢
を
託
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

や
コ
ン
サ
ー
ト
、積
み
木
遊
び
コ
ー
ナ
ー

な
ど
楽
し
い
企
画
が
用
意
さ
れ
、
家
族

連
れ
な
ど
を
中
心
に
約
１
２
０
０
人
の

参
加
者
が
七
夕
を
満
喫
し
ま
し
た
。

☆
…
誰
に
も
幾
つ
も
の
思
い

出
が
あ
る
と
思
う
。
私

に
も
幾
つ
か
の
思
い
出
が

あ
る
。
生
後
３
カ
月
ぐ

ら
い
か
ら「
ベ
ビ
ー
カ
ー
」

に
乗
っ
た
ひ
孫
と
私
の
日

課
に
な
っ
た
散
歩
の
コ
ー

ス
。
つ
ぶ
ら
な
ひ
と
み
、

リ
ン
ゴ
の
よ
う
な
ほ
お
、

モ
ミ
ジ
の
よ
う
な
手
に
触

れ
る
時
、
私
は
最
高
の
幸

せ
。「
架
澄
も
幸
せ
、
私
も

幸
せ
」。
以
来
こ
の
通
り

を
す
べ
て
の
人
の
幸
せ
を

祈
っ
て「
幸
せ
通
り
」
と
呼

ぶ
こ
と
に
し
た
。「
優
し
い

お
じ
い
ち
ゃ
ん
大
好
き
」、

満
面
の
笑
み
で
寄
り
添
う

ひ
孫
。
き
れ
い
な
笑
顔
に

朝
陽
が
ま
ぶ
し
い
。
そ
し

て
、
明
る
く
楽
し
い
会
話
。

ウ
グ
イ
ス
も
相
和
し
て
声

も
高
ら
に
名
曲
を
奏
で

る
。
幸
せ
の
調
べ
を
。
春

風
が
ほ
お
に
優
し
く「
キ

ス
」し
て
、
耳
元
で
そ
っ
と

さ
さ
や
く「
幸
せ
通
り
の

風
は
お
い
し
い
ね
、
心
地

よ
い
で
し
ょ
。
今
が
最
高

の
幸
せ
ね
」と
。
当
時
の
赤

ち
ゃ
ん
も
小
学
２
年
生
。

桂
町
・
木
村
さ
ん

七夕飾りに彩られた駅の自由通路
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